
 

 

 

2016年 7月 4日 

各 位 

株式会社ジェネティックラボ 

 

尿中ジアセチルスペルミン濃度測定受託サービス開始について 

 

トランスジェニックグループの株式会社ジェネティックラボ（代表取締役社長：福永健司、北海道

札幌市）は、尿中ジアセチルスペルミン濃度測定受託サービスを開始いたしますので、お知らせいた

します。 

 

【概 要】 

 がん患者において、尿中ポリアミン※1排泄量が増加することが、1971 年に南フロリダ大学薬理学の

教授であった Russel によって最初に報告されて以来、がんとポリアミンとの関連性を示した多くの研

究が行われています。また、尿中の総ポリアミン量測定キットが既に開発され一般生化学検査として

利用されています。 

近年、ポリアミンの 1種である N1,N12-ジアセチルスペルミン※2が尿中にわずかに排泄され、総ポ

リアミンと比較してがん病態の変化をより顕著に示す可能性が報告されています。 

 本サービスでは、トランスジェニック社が開発したN1,N12-ジアセチルスペルミンに特異的な抗体

を用いた競合 ELISA 法に基づくキット（研究用試薬）を用いて、尿中ジアセチルスペルミン量を測定

します。 

 また、測定結果は、同じ検体を用いて測定された尿中クレアチニン※3濃度により補正を行います。

この補正によって、同じ検体提供者の経時的な尿中ジアセチルスペルミン量の変化を高い信頼性で評

価することが可能になります。 

 本サービスは、非観血性で無侵襲の尿検体を用いた、がんの病態変化を評価する新たな手法とし

て、今後のがん研究用途、また、がん検診の新たな測定項目としての活用が期待されます。 

 
※1 ポリアミン 

  第一級アミノ基が 3つ以上結合した直鎖脂肪族炭化水素の総称。ウイルスからヒトまで、あらゆる生体中に含まれ、細胞分裂や
タンパク合成などの活動に関与している成長因子である。 

 

※2 ジアセチルスペルミン 

   ポリアミンの一種で、既存の腫瘍マーカーに比べて早期がんのマーカーとして大きな可能性があり、注目を集めている。 

 

※3 クレアチニン 

  有機酸の一種であるクレアチンがリン酸化された、骨格筋にとって重要なエネルギー貯蔵物質であるクレアチンリン酸の代謝産
物。 

 

【株式会社ジェネティックラボについて】 

2000 年、北海道大学発ベンチャー第一号として設立。常勤の病理医が在籍し、病理診断技術と分子生物学関連技術を

駆使したサービスを展開。個別化医療の実現に向け、 バイオマーカーの探索・評価技術の開発やコンパニオン診断薬等、

医療に直結する製品・サービスの開発を支援します。 

お問い合わせ先 

株式会社ジェネティックラボ 営業部 

〒060-0009 北海道札幌市中央区北 9条西 15丁目 28-196 札幌 ITフロントビル 3F 

E-MAIL: sales@gene-lab.com http://www.gene-lab.com/  
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